
製品安全対策優良企業表彰 平成29年受賞企業講演会資料 





 社名 ：           山本光学株式会社 
 本社所在地 ：  大阪府東大阪市長堂３－２５－８ 

 創業 ：           明治４４年 
 会社創立 ：     昭和１０年 
 資本金 ：         ２億３,０８８万円 

 従業員数 ：      約２３０名 
 支店 ：            東京支店（文京区後楽） 
 工場 ：            大阪/兵庫(淡路島)/徳島 

 事業内容 ：     ウィンター用ゴーグル、スイミングゴーグル、  
                        ヘルメット、スポーツ用サングラス、産業用 
            保護具の製造・販売 



「人々の心の豊かな生活文化を 
 

創造し社会に貢献する」 
 

快適創造企業 

 



事業内容   産業用保護具の製造・販売 



事業内容  ゴーグル・サングラスの製造・販売 



   事業内容 様々なシーンに対応する製品開発 



  

   Protecting For You (安全文化の創造)  
 
  
 
  
 
    当社は、1911年の創業以来、目を護る眼鏡製品を開発してまいりました。 
   Protecting For Youの事業テーマのもと、日々、製品開発及び安全文化の 
   創造に取り組んでおります。 
    応募説明会・個別相談会にて、製品安全対策優良企業表彰の内容を、 
   お伺いし、是非、当社の活動をアピールさせて頂きたく、そして更なる製品 
   安全活動の改善を推進していく為に応募いたしました。 
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「SAFE」 Design 
  
      Secure     安全な、確かな、信頼できる     
 
       Aesthetic   美的感覚のある、審美的な 
 
       Fit in      なじむ、調和する 
 
       Essential     本質的な、極めて重要な 
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③ Secure  安全性への配慮 

② Secure  安全性への配慮 

②Fit in ターゲットユーザーに適した落とし込み ②Aesthetic 意匠性、審美眼による審査 

① Essential  問題解決へ向け手段、仮説を決定 

① Essential  問題解決へのアプローチ、筋道建て 

① Essential  問題発見、問題の本質追求 

実験、調査 

スケッチ、モデリング 

製品化へ進行 デザインレビューでの再チェック 

実験、調査 

 デザイン部門による「SAFE」 Design の実践フロー                                            

 



起案・提案 デザイン 

設計 
設計審査 
デザインレビュー 

設計検証 妥当性確認 量産・販売 

 製品開発の基本フロー                                               

 

製品開発起案書
製品開発計画書 

デザイン承認 
議事録 

DR議事録 
DRチェックシート 

新製品試験結果
報告書 

設計検証／  
妥当性確認書 

量産試作 

・性能評価 
・物性評価 
・評価試験 
・現場検証 

・材料・構造検討 
・過去の社内・社外  
 クレーム 

・安全性 
・耐久性 
・お客様の声 

・仕様説明会 

・工程毎の不適合率 
・社外苦情処理 

NG NG NG 

初期    
流動分析 

フィードバック 
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 数千名分の日本人の人頭データ、契約アスリートのデータ及び 
  過去の不具合事例や使用者からの声を反映した製品開発を 
  行っています。 
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 取引先の現場で、実際に保護めがね等の試作品を使用して 
 もらい、視野や装着感の検証を行っています。 
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 製品開発の各段階で、オートバイの実走テストやスキー場 
 での雪上テスト、お客様によるモニターテスト、過酷な雪山 
 （八甲田山・酸ヶ湯バックカントリースキーツアーガイド様 
  ご協力） における現地テストを実施しております。 

 
 
 
 
 

オートバイ実走テスト 
スキー雪上テスト 
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 スイミングスクールや大会での実泳テストやモニターテストを 
 通じて、担当者が直接お客様とのコミュニケーションを図り、 
 お客様の声を製品開発に取り入れています。 

 
 
 
 

プールサイドでのアンケート 
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 ISO・JIS等で定められた規格より厳格な自社基準を設定し、 
  過酷な条件下で使用される状況を踏まえた試験・検査方法 
  を実践しています 
   

 
 
 
 

万能試験機 
平行度・屈折力測定機 
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保護めがね・サングラスで使用するレンズの落球試験【動画】  
     

 ペトロイドレンズ（当社商標）         一般プラスチックレンズ 
 
 
 

 

※動画の試験条件： 5kgの鉄球を1mの高さから自由落下 
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 顔や頭に装着する製品の特性から、より安全な製品の提供の 
 のために、検査機器による測定にとどまらず、目視や触感での 
 検査も行っています。 
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 弊社ホームページ上の衝撃試験です【動画】 
 
 
 
 
 

※動画の試験条件： 時速144km/hのスカッシュボールにて実施 
ASTM（米国材料試験協会）規格 F803-11 
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 スイミングゴーグルの正しい使い方を知っていただくために、 
スイミングスクールや大会などでお客様とのコミュニケーション 
や代理店様や小売店様向けの製品説明会を定期的に開催し 
ています。 

 
 
 
 
 
 

代理店様 製品説明会 
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 アフターパーツによる修理を通じて不具合情報の把握を行っ
ています（スノーゴーグル） 
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 レーザー光線の特性や眼の器官としての特徴、お客様の 
 環境に応じた製品の選定方法など、幅広い内容での講習会 
 を定期的に開催しております。 

 
 
 
 
 
 

東京大学様にての講習会 代理店様にての講習会 
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安全・安心 

Safety 

安全教育 
Safety Training 

個別相談・選定 

Consult/ 

Selection 

個人保護 

Personal 
Protection 

周辺環境対策 

Environment
al Protection 

保守・点検 

Maintenance 

環境測定 
Environment 
Assessment 

YAMAMOTO  
LASER Safety Total Support chart 

導入
Introduction 

製品供給 
Product Supply 

アフターフォロー 
Follow Up 

保護メガネ 

ウィンド・カーテン 
フェンス・BOX 

LEAD測定 

劣化測定 

安全セミナー 

アイセフティ 
クラブ 





 
 

各事業所に 
掲示 

展示会にてパネル掲示 名刺 

年賀状 



・自分達の取組に対して自信を持つことができた 
 

・社員の製品安全への自覚向上につながった 
 

・応募することで自分達の取組を顧みることができ、 
製品安全への取組の「強み」と「弱み」が明確になった 
 

・第三者からの客観的な評価から新たな「気づき」に
繋がった 
 

・審査員の皆様からアドバイスをいただき、今後の取
組活動の励みになった 

 
 
 





山本光学は今後も「人々 

の心豊かな生活文化を 

創造し社会に貢献」し、 

21世紀の事業テーマで 

あります「Protectionｇ 

For You」（安全文化の 

創造）を実現するため 

すべての製品について 

さらに「安全性」を高め 

お客様に「安心」して 

ご使用いただけますよう 

努めてまいります。 
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